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研 究 主 題

数 学を学習す る意義 ・大切 さに気づかせ る指導の工夫

1主 題設定 の理 由

これか らの学校教育 に は、生涯を通 じて社会の変化 に主体的 に対応 し、 た くま しく生 きる

人間 の育成 が強 く求 め られて いる。 この要請 に応え るため には、特 に基礎的 ・基本的 な学習

内容 の指導 の徹底 を図 るとと もに、生 徒一 人一人の個性を生か し、学習意欲を高 め、生涯 に

わた って主体 的に学習 に取 り組 む資質 や能力の育成 が重要で ある。

[生 きる力]と して示 されて いるこれ らの資質や能力を育成す るため、中学校教育 におい

ては、生徒 の発達段階 に即 し、 テ ィーム テ ィーチ ング、 グループ学習、個別学習 などの指導

の工夫 を図 る とともに、個 に応 じた指 導の在 り方 や、問題解決 的な学習や体験的 な学習 の一

層 の充実 を図 ることが求 あ られてい る。

数学教育 においては、新 しい学習指 導要領に示 されて いるよ うに、数 学的 活動 の楽 しさ、

数学的見方 や考 え方 のよさを知 り、 それ らを進 んで活用す る態度 を育成する観点か ら、観察、

操作や実験 な どを通 して学習活動 を充実 し、生徒 に基 礎的 ・基 本的 な内容が確実 に習得 され

るよ うにす る ことが中心 的な課題 とな ってい る。

生徒の実態 をみ ると、 いわゆ る 「算数 ぎらい ・数学 ぎらい」など苦手意識を もち、基礎的 。

基本的 な学習内容や、主体 的な学習 の態度 や意欲 が身に付 いていな い生徒、数 学を学習す る

ことの意義 や意味 を見 いだ しえていない生徒 な ども少 な くない。 この実態 はこれ まで に も多

く指摘 され、私 たち研究員 も悩 みなが ら、 それぞれ工夫 も して きて いるが、残 念なが ら十分

の解決 にはいた って いないのが現実 と思 われ る。

その ため、研究 にあた っては、新 しい学習指導要領 の趣 旨を生 かす とともに、身近な事象

との関連を図 り、 ゆと りを もった作業的 ・体験的 な活動 や問題解決 的な学 習を通 して、生徒

一人 ひとりの個性を生か し
、 自 ら課題 を見っ け、 その解決 のたあに主体 的に判 断 した り、表

現 ・伝達 した りす る態度 や能力 などに重点 をおいて研究 す ることと した。 その際、特 に情意

的な面を重視 し、数学学習 に対す る生徒 の受 けとめや思 いを重視 し、数学部会 の研 究主題 を

上記の ように設定 した。

2各 分科 会主題 名

全体 の主題を うけ、次の3っ の分科会主題 を決 あ、研究 を深 める ことに した。

第1班 「生徒一 人ひ とりが論理的 に考 える指導 の工夫 一 基本的 な作図 の指導 を通 して 一」

(図 形領域)

第2班 「身近 な題材 を取 り上 げ学習意欲 を高 める授業 の工夫」(数 量関係領 域)

第3班 「生徒 自 ら関数関係 を見出 し、理解 を深 める授業 の工夫」

(数 量関係領域)
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生徒0人 ひとりが論理的に考える指導の工夫
一 基本的な作図の指導を通 して一(1班)

1主 題設 定の理 由

毎 日の授 業で接 して いる生 徒の実態 と して、 学習が受動 的 にな りが ちで、計算す ることや公

式 を覚 え ることに は取 り組 む ものの、物 事の関係を考えた り 「どう して こうな るのか?」 と考

え ること、 自分 の考 えを説 明 した り表現 した りす ることが苦 手な生 徒 は多い。 そのため数学 に

対 す る興 味 ・関心 が薄れて しまう傾向 にあ る。

新 しい学 習指導要 領で は、1年 生での図形の 目標を 「平面 図形や空間図形 につ いて の観察 、

操作 や実験 を通 して、図形 に対 す る直感的な見方や考え方を深 めるとともに、論理的 に考察す

る基礎 を培 う」 と して いる。

そ こで、私 たち は基本の作図 にお いて、生徒が数学的活動 の楽 しさを実 感 し、論理的 に考え

る力 を身 に付 けさせ ることを 目標 と した。 そのた めに作業的な活動を通 して、図形を直感で と

らえ ること、線対称 や点対称の図形の性 質を考え、その性質 か ら作図の手1順とその根拠を 自 ら

考 え ることに指導 の重点 を置 いた。 この ことにより生徒が数 学的活動の楽 しさを知 り、主体的

に学習 に取 り組 む意 欲を もち、数 学 に対す る興 味 ・関心を高め、数学を学 ぶ意義 ・大切 さに気

づ くことにっなが ると考え、上記 の ような研究 主題を設定 した。

II研 究のね らい

生徒 が 自 ら論理 的に物事 を考え る力を育て るた めに、次の3点 を研究のね らいと した。

(1)数 学 が苦手 な生徒 も含め、 一人一人が意欲的 に取 り組 め る工夫をす る

(2)観 察、操作、 作業な どの数 学的活動を多 く取 り入れ る

(3)図 形 の対称性 に着 目 し作図の方法を探求す ることによ り論理的 に考え る力 を育て る

皿 研 究の内容

1主 題 基 本的な作図 「角の二 等分線の作図」

2題 材 設 定 の理 由

作 図 の指 導 を通 して 数学 的 活動 の 楽 しさを 生 徒 が 味 わ うた め に は、 その 手1順 を学 ぶ だ けで は

な く、 な ぜ この手 順 で 作 図 が で き るの か を 考 え させ る こ とが 大 切 で あ る。 これ まで 作 図 の 根 拠

は条 件 を満 た す点 の 集 合 と して の 見 方 と関 連 づ けて 取 り扱 うこ と と な って い たが 、 新 しい学 習

指 導 要 領 で は図形 の 対 称 性 に着 目 して そ の 根拠 を 明 らか に し、 見 通 しを もって 作 図 で き る よ う

に な る こ とが 求 め られ て い る。

そ こで紙 を折 る とい う単 純 な 作 業 で 作 る こ とが で き る 「角 の 二 等 分 線 」 を取 り トげ た。 この

指 導 に お いて は、 角 の 二辺 が 重 な る よ う に生 徒 が 自分 の 手 で 折 っ た紙 を 見 なが ら、 そ の対 称 性

を実 際 に 確 認 し、 そ の 作 図 の 方 法 と根 拠 を 考 え る こ とが で き る こ とか ら、 生 徒 が 自 ら課 題 を立

て、 そ の解 決 が実 感 しや す く、 研 究 の ね らいが 達 成 で き る と考 え、 この題 材 を設 定 した。
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3指 導 計 画(全iO時 間扱 い。 本 時9/10)

(1)直 線 と角(コ ンパ スの 使 い方 の 復 習 を含 む)

② 基 本 の 作 図

a.対 称 につ いて(小 学 校 の 復 習)交 わ る2円 の対 称 性

b.垂 線 の 作 図

c.円 と弧 ・円 とそ の接 線

d.垂 直 二 等 分 線 の 作 図

e.角 の二 等 分 線 の作 図

f.ま と め 交 わ る2円 を用 い て基 本 の作 図 を 振 り返 る

2時 間

1時 間

1時 間

2時 間

2時 間

1時 間(本 時)

1時 間

4展 開

学 習 活 動
一一一一====「===

指 導 上 の 留 意 点

・プ リ ン ト① の配 布

ll伽 卜①[折欄

口

ー導
0

惰 雛 繋 大きさにかいた
目
il

B

-一 一一 判

口

U

11

入

旨 辺と薦 なるよう、、上手に折。て綱1機 紙を折り、実演 してみせる.
L_______」

・角 の 二 等 分 線 の 説 明

角 の 二 等 分 線 は、 半 直線OA,OBの 対 称 の

1軸 で あ る。}

i

展 レ プ リン ト② の配布

卜 紙 を透 か して半分 に折 らせ る・
,・ 折 れ線 が 角 の 二等 分線 で る あ こ とを

確認 す る。

・板 書

「1っ の 角 を二 等 分 す る半 直 線 を角

の 二 等 分 線 と い う」

LAOC=LBOC=1/2LAOB

口 角の蒋 分線を綱 して下さい1
開

一　一 一一一一一 一

隈 板に殿 紙半分の大 きさにかいた
同 じ図 を提示 す る。

」 作図 の確認

定規 とコンパ スだ けを使 用す る。
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展

開

プ リ ン ト②[作 図 用]

援助1

「

直線 は2点 で決定 す ることを確 認す る

援 助1'

プ リ ン ト① の 角 の 二 等 分 線 上 に点Pを と る

プ リ ン ト①[折 り紙 用]

A

0

援助2

B

プ リ ン ト① の辺OB上 に1点Dを と らせ 、

点Dに 対 応 す る点D'を 見 っ け させ る

ン ト①[折 り紙 用 コ

AD'

D B

援 助3

プ リ ン ト① に線 分DPとD/Pを 引 く

作 図 の た め にか い た補 助 線 は消 さ な

い よ うに注 意 す る。

[定 規]

決 め られ た2点 を 直線 で結 ぶ た め に

使 用 す る。

〔コ ンパ ス]

同 じ長 さを他 へ 移 す 。 円弧 を か く。

・か けた 生 徒 は、 な ぜ 正 しいか を 折 っ

た紙 で 説 明 で き る よ う考 え させ る。

・!点 は頂 点 で あ る こ と を確 認 し、2

つ 目 の点 の 求 め 方 を 考 え させ る。

・点Pを 、 作 図 に よ り求 め る方 法 を考

え させ る。

・プ リン ト① 上 に生 徒 が 点Pを とれ た

こ とを確 認 。

・プ リン ト② 上 に点Pを と る方 法 を考

え させ る。

・角 の二 等 分 線 は ∠AOBの 対 称 の軸

で あ る こ とか ら、 辺OA,OB上 に

対 応 す る点 が あ る ことに気 づか せ る。

・プ リン ト① でODとOD'が 重 な る

こ とを紙 を折 って確 認 させ る。

・プ リン ト② で は、 コ ンパ スで 点D,

D'の 作 図 をす る こと を導 く。

・プ リ ン ト② 上 に点Pを と る方 法 を考

え させ る。

プ リ ン ト②[作 図 用]

AD'

0 D

・DP=D/Pで あ る こ と を 、 重 な る

こ と に よ り 確 認 さ せ る 。
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展

開

ま

と

め

「 プ リ ン ト①[折 り紙 用]

0

一
当

D B

.H

「 プリント②[作 図用]一 一

0 B

一

.角 の二繍 彌 の罎 毒認 し、そ躍.点D(点D,)一 や点Pは 任意の点で

拠 を 振 り返 らせ る。 もよ い こ とを 確認 させ る。

・全 員 が正 し くか けて い るか を確 認 す

る。

5評 価

・楽 し く題 材 に取 り組 む こ とが で きた か

・自 ら論 理 的 に考 え作 図 とそ の根 拠 を発 見 で きた か

・理 解 しや す い と感 じた か

聖義
鬼'::一

轟 曝

4轟
r

/

97
ri._

6参 考 指 導 計 画

角 の二 等 分 線 の 作 図 の授 業 の前 時 に、 垂 直二 等 分線 の作 図 にっ いて の 指 導 を次 頁 の授 業 計 画

で 行 った。 こ こで は特 に 「折 る」 こ とに よ り対 称 の 軸 を 作 る こ とが で きる な ど、 対 称 性 を意 識

した授 業 を展 開 す る こ とが大 切 で あ る。 この こ と に よ り、 角 の二 等 分線 の作図 の授 業 にお いて、

紙 を折 りな が ら考 え る こ とが よ り 自然 な 形 で 授 業 に取 り入 れ られ る と考 え られ る。

ま た 、次 時(10時 閤 目)で は円 が その 直 径 に対 して 線 対 称 で あ る こ とを 根拠 に して 説 明 し、

角 の 二等 分 線 が 作 図 で き るわ け を知 り、 理 解 を よ り確 か な もの に す るよ う計 画 し授業 を行 った。

以 下に そ の 概 要 を 示 す 。
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対 称 性 との 関連 で は、 次 の よ う に と らえ た。

右 の 図 で は、 直線4は2円A,Bに 共 通 した

直 径 を 含 ん で い るの で 、 直 線4に 対 して 線 対 称

にな る。 線 対 称 な2点P,Qと2っ の 円 の 中 心 乏

A,Bを 結 ぶ と、 四角 形PAQBは 線 対 称 な 図

形 だ か ら、 △PABと △QABは 重 な る の で 、

∠PAB=∠QABと な る。

P

A
0 B
0 M

Q

垂直二等分線 の作図 の授業計画 は次 の通 りで ある。

導

入

展

開

ま

と

め

学 習 活 動

・プ リ ン ト① の 配 布

【AとB鍾 な るよ うに上手 に折 ・てみ よう

・垂 直二等分線 の説明

垂直二等分線 は、線分ABの 対称の軸である。

・プ リ ン ト②(① と同 じ)の 配 布

匡 直二等分線を作図 して下さい

・作 図 で き な い生 徒 に対 して、次 の援助 を行 う。

援 助1直 線 は2点 で 決 定 す る。

援 助2プ リン ト① の折 り線 上 に1点Dを と

らせ 、AD=BDと な って い る。

援 助3同 様 にABに 対 してDと 対 称 な点D'

につ いて 、AD'=BD'と な って い る。

・垂直二等分線 の作図 の方法 を確認 し、 その根

拠 を振 り返 らせ る。

指 導 上 の 留 意 点

・黒 板 に模 造紙 半 分 の 大 き さ にか い た

プ リ ン ト① と同 じ図 を 提 示 す る。

・模造紙を折 り、実演す る。

・紙 を透か して半分 に折 らせ る。

・折れ線が垂直二等分線で あることを

確認す る。

・板書 「線分 を垂直 に二等分す る直

線 を垂 直二 等 分線 とい う」

・黒板 に模造紙半分 の大 きさにか いた

同 じ図 を提示す る。

・作図 をす る上 で の注意 を確 認 す る。

A

D'

D'

B

・点Dは 任 意 の点 で もよ い こ とを確 認

させ る。

・全 員 が正 しくか け て い るか を確 認 す

る。

N授 業 の ま とめ

1事 後 ア ンケ ー トの 集 計(回 答 数113)

(1)感 想 か ら

・普 通 の教 科 書 や ノ ー トを使 った授 業 よ り楽 しい。

・楽 しか った。 考 え る のが お も しろか った。
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・ヒ ン トが 出 る まで は難 しか った けれ ど、 自分 の力 で最 後 はで きて良 か っ た。 良 く授 業 が

わ か り ま した 。

・紙 を 折 って 二 等 分 線 を見 っ け た の は面 白 か った。 だ け ど作 図 で か くの が ぜ ん ぜ ん 解 らな

くて 先 生 が 結 構 ヒ ン トを 出 して か らや っ と解 った。 で も最 後 は理 解 で きて 良 か った。

・折 って や れ ばす ぐに二 等 分 線 が で き るの に 、 コ ンパ スで や る と難 しい と思 った。

・最 初 、 「二等 分 線 て 何 か な 」 と思 っ た け ど折 って み て 良 くわか っ た。 折 って は い け な い

ほ うは ち ょ っと迷 った。

・光 に あ て て折 る と きち ん と二等 分 線 に な っ た け ど、 コ ンパ ス と定 規 を使 って か くの が 難

しか った。 二 等 分 線 に っ い て は良 くわ か っ た。

・ 「何 気 な くや って い た折 り紙 も、 作 図 に関 係 が あ ったか も… … 」 と思 い ま した。

・作 図 は難 しい け ど、 折 るの な ら よ く分 か っ た。

・紙 を折 らな くて も簡 単 に 真 中 に線 を 引 け る とわ か った。 意 外 と楽 しか った。

・折 る と きに、 線 を 合 わ せ るの に苦 労 した。

(2)設 問 「次 の こ と は説 明 を 聞 く前 に 自分 で 気 がつ い たか 」 か らの 集計

気づいた 気づかなか った

(1)角 の二等分線の作図の ために点Pが 必要 な こと
4

99人 14人

歪)角 の二等分線の作図 のために点D,D'が 必要な こと 【52人 61人

(3)OD謙OD'と な る こ と
172人 41人

(4)コ ンパ スを使 ってD,D'を 作図す る方法 78人 35人

(5)DP=D'Pと な る こ と161人i52人
}一

廊}コ ンパ スを使 って点Pを 作図す る方法lg8人115人
当

2考 察

実際 に折 ることで、数学 に苦手意識を持 ち日頃課題 に取 り組む姿勢が少 ない生 徒 も、意欲 的

に作業 に取 り組 み、折 った紙 と比較 しなが ら作図の方法 を考え る楽 しさを感 じることがで きた

よ うで あ る。 また教 師の援助 を受 けなが らコンパ ス ・定規 を使 って、作図 の方 法を試 行錯誤す

る中 で、最後 には多 くの生徒が 自 ら 「作図の方法を見っ ける ことが で きた」 「気 がっ いた」 と

い う成就 感を もっ ことがで きたと考え る。

以下 に、生徒の作図例の中で特徴的 な ものを取 り上 げる。

A

P

O
B

左 の図 の生徒 は角 の二等分線 は角の二辺の対称軸で ある こ

とか ら、角 の二辺上 の対応 す る点 を作図 した後、 その2点 を

結ん だ線分 の垂直 二等 分線 を作 図 して いる。

点Oの 他 に、 直線 の決定 のため には もう一点 を決 めればよ

い ことを指導 したい。
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0

左 の 図 の生 徒 は角 の2辺 上 に対応 す る点 を 作 図 した 後 、 そ

の2点 か ら等 距 離 にあ る点 を 点Oに 近 い 方 に 作 図 して い る。

OPの 距 離 が 短 くな るた め 、誤 差 が 大 き くな る こ とを 指 導 し

た い。B

左 の 図 の生 徒 は角 の2辺 上 に対 応 す る点 を 作 図 しな が ら、

点Oを 通 る半 径 で 点Pを 作 図 して い る。

点Oを 通 る半 径 で あ る必 要 は な い こ と、 ∠AOBを 鈍 角 に

した と き、OPの 距 離 が 短 くな り誤 差 が 大 き くな る こ と を指

導 した い。B

V研 究のま とめ

当初紙 を折 る作業 は生徒 にとって簡単 な作業 と考えて いた。 ところが、半直線OAとOBが

重 な るよ う に一 回折 る こ とす ら困 難 な生 徒 も一 部 に見 られ た。

研 究 授 業 で は、 ① 折 り 目が点Oを 通 らな い生 徒 や 、 ② 点Aと

点Bが 重 な る よ うに 折 り、 線 分ABの 垂 直 二 等 分 線 を 作 って し

ま う生 徒 もい た。 研 究 段階 で は③ 紙 を折 って角 の二等 分線 を作 っ

た後 点D、D'を 決 め るた め適 当 な 所 で 再度 紙 を折 り、 線 分DP,

D'Pの 折 り目 を作 らせ よ う と考 え た が 、 実 際 に授 業 して み る

と2回 折 る こ と は多 くの生 徒 に と って 困 難 な こ とが わ か った。

「紙 を折 る」 とい う よ うな単 純 か っ 明 解 な作 業 か ら入 る こ と

は、 数 学 が苦 手 な生 徒 に も関心 ・意 欲 を 持 って 取 り組 め る よ う

に取 り入 れ た方 法 で あ り、 そ の趣 旨を 生 か す ため 、 よ り単 純 で

明解 な方 法 に、P.4の 指 導 案 で は改 善 した。

さて 、 今 回 の指 導 で は、点D,D'の 必 要 性 を ど う伝 え る のか

が、 生 徒 の理 解 度 に跳 ね 返 る。 そ こで 「角 の 二 等 分 線=2辺 の

対 称 軸 」 か ら、 辺OA,OB上

に対 応 す る点 が あ る こと を確 認 す る ことが と て も大 切 と な る。

作 図 方 法 を 試 行 錯 誤 した り対 称 性 に着 目す る こ とな ど して 結 果

を 予 想 す る過 程 こ そが 、 受 動 的 に教 え られ た知 識 と して覚 え る

の で は な く、 自 ら論 理 的 に考 え る実 体 験 と な り、 生 徒 自身 に成

就 感 を も与 え る こ と に な る ことが 、 実 際 に授 業 を して み て 確 認

す る ことが で き た。

この 指 導 を 通 して 、P.3の 研 究 のね らいの(1)は 、 ほ とん ど の生 徒 が 実 際 に意 欲 的 に取 り組 む

こ とが で き た。 事 後 の 感 想 で も 「楽 しか った」 と い う文 章 が 多 く見 られ ほぼ 目的 は達 せ られ た。

② は作 図 した後 、 確 認 の た あ に 自 ら作 図 した紙 を 再 度 折 る生 徒 も見 られ る な ど、 具 体 的 な活 動

を と りあ げ た こ とが 、 生 徒 の主 体 的 な姿 を生 み 出 す こ とにっ な が った。(3)は 次 の今 後 の課 題 で

述 べ る。
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M今 後の課題

「論理的 に考 える こと」 は物事 の本質 を理解 す ることであ り、それが達成 され たとき、生徒

はよ く理 解で きた と実感で きる。 また、教 師か らの指示 や補 足か らでは な く、生 徒 自 ら考え た

方法を通 して論理的 に考 え ることとは どうい うことなのかを体得 で きる。

この点か ら今回 の指導 を振 り返 ると、課題 を投 げか けただ けで は、「角 を折 ることと」 「2点

D、D'を 作 ることの必 要性」 との関係がすん な りと出て こな い生 徒 も見 られ た。 一 面 で は こ

れ まで の指導 では生徒が 自 ら工夫 しなが ら考え るとい う経験が不足 して いた とい う反省 と、他

面で は学習内容 を熟知 してい る教 師が 「分 か りやす いであ ろう」 と構想 した筋道 だけでは、生

徒 に とって 「自然」 な考 え方 という訳で はな いことが理解で きた。今回 の経験 を もとに、特 に

作図 での2点D、D'を 見 いだす ことの必要性 を生徒 自 らが考 え られ るよ う、 改 善 を図 って い

く必要が あ ると考 えてい る。

また、実際 に紙 を折 って確 認で きることが今回の指導 の利点 であ り、授業 では模造紙 を利用

して教 師がモデルを示 した。 しか し模造紙で は折 って も対応す る点 の重 な りが見 えづ らい。 そ

のため、折 った り書 いた りで きる模造紙大の透明 な シー トを利用すれ ば一層分 か りやす くな っ

たと思 われ る。
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身近な題材を取 り上げ学習意欲を高める授業の工夫(一 次関数)

(2班)

1主 題 設 定 の理 由

2班 で は、 数 学 を学 習 す る意 義 ・大 切 さを実 感 さ せ る要 素 と して、 数 学 の有 用 性 に気 づ か せ

る ことが ポ イ ン トで あ る と考 え た。 社 会 生 活 に お い て数 学 が果 た して い る役 割 は大 きい が 、実

際 に は生 徒 に は見 え に く くな って い る。 そ れ は、 これ ま で の授 業 で は抽 象 的 な もの や、 す で に

数 学 的 に整 理 さ れ た課 題 が 多 く、 あ ま り身 近 な題 材 を取 り上 げ て こな か った こ とに も原 因 が あ

る と考 え た。 そ の結 果 、 生 徒 は数 学 が 日常 生 活 に は利 用 で きな い もの と受 け とめ、 数 学 を な ぜ

学 ぶ のか と い う価 値 を 見 い 出せ ず に い る と思 わ れ る。 そ の た め身 近 な題 材 を通 して 、生 徒 が数

学 の有 用 性 に気 づ き、 数 学 を進 ん で学 習 す る態 度 を育 て た い と考 え た。 ま た、 数 学 的 な 見方 ・

考 え方 の よ さを知 る教 材 を工 夫 す る た め に は、 生 活 の 中 に 関数 に か かわ るこ とが多 い ことか ら、

一 次 関 数 の単 元 で研 究 を進 め る こ とが適 当 と考 え た。(「一 次 関数 」 の単 元 は 、学 習 す る意 義 を

見 い だせ な か った り、 難 しい と感 じて い る生 徒 が 多 い。)そ して 生 徒 に と っ て 、 日常 生 活 の 中

で の数 学 の有 用 性 を意 識 させ た学 習 の積 み重 ね が、 数 学 を進 ん で活 用 す る態 度 を 育 て、 数 学 を

学 習 す る意 義 ・大 切 さ に気 づ く こ とに っ な が る と考 え、 上 記 主 題 を設 定 した。

皿 研究 のね らい

生徒が数学 を学習す る意義 ・大切 さに気 づ き、学 習意欲 が高 ま る授 業の工 夫をす るたあ、次

の3点 を研究 のね らい とした。

1生 徒 が意欲 的に取 り組 む指導 の工夫

2数 学 を利用す る有用性 に生徒 が気 づ く教材 の工 夫

3将 来 において も数学 を利用 して問題解決 を図 ろうとす る態度 を育て る

皿 研 究 の 内容

1教 材 工 夫 の観 点

今 回 の ね らい に沿 い、 指 導 計 画 作 成 上 の留 意 点 を ふ まえ て、 教 材 の検 討 の 観点 を 次 の よ う に

ま とめ た。

(1)導 入 に お い て興 味 ・関心 を もた せ られ る もの

(2)課 題 が わ か りや す く、 容 易 に取 り組 め る もの

(3)日 常 生 活 、 現 代 社 会 に お い て数 学 を利 用 す る こ との有 用 性 を 感 じ られ る もの

(4)生 徒 一 人 一 人 の 自由 な発 想 に応 じ られ る もの

(5)生 徒 の個 人 差 に応 じ、 多 様 な方 法 で解 決 で き る もの

(6)学 習 内容 に広 が りが もて、 課 題 学 習 ・選 択 授 業 ・総 合学 習 な ど に発展 で き る もの

以 上 の観 点 を うけ て、 生 徒 に と って 身近 な題 材 であ り、興味 が もて る もの と して、 イ ンター

ネ ッ トに 関 す る教 材 を考 え た。 イ ン タ ー ネ ッ トの接 続料 金体 系 は プ ロバ イ ダ(接 続 会 社)に

よ って異 な る。 そ の た め、 自分 に あ った接 続 会 社 を選 ぶ た め に は、 異 な る料 金 体 系 の もの を

比 較 す る必 要 性 が生 じる。 この課 題 を 関数 の考 え方 を 用 いて 解 決 させ る こ と と した。
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2指 導計画 と指導事例

(1)単元 第2学 年 「イ ンターネ ッ トの利 用料 金」

②指導計画 一次関数 の指導 を計16時 間扱 い とす る。

「一次関数 の意味 とグラフ」(10時 間)

「一次関数 と方程式」(5時 間)

「一次関数 の利用」(1時 聞)【 本時】

(3体 時 の目標 ・課題 に意欲 的に取 り組 む

・身近 な題材 の中にあ る関数関係を見 いだす

。課題解決 にあた り、関数 を利 用 し数学の有用性 に気づ く

(4)本時 の展開

指 導 過 程1生 徒 の 活 動 ・ 指 導 上 の 留 意 点 ・ 評 価
一一 一一 一一一一 一一一 ・4-一 一 一 一一 一一 一rt-一 一 一 一 一一 ～一 一 一 一

利用す るほど'料 金が 陣 料金'ガ ス料金滝 気料 金1(評)普 段利用 して いる ものの中 に

か か る もの の 具 体 例 を1電 話 料 金etc.

上 げ させ る。

イ ン ター ネ 。,の 実 演{

}

あ る こ と に気 づ い たか 。

i

i

l(評 灘 を も。て見 る 。とが で き

1た か。

【提 示 プ ロバ イ ダ】

Fn闘
■
勾

～

鞠

ー

』

り

㌔

h
ー

門
」

　社A

円10分1

「

一

「
ー
ー

ー
ー
ー

ー

ー

ー
ー

}」

臨∴謡
(月 額)

6000円ii;

ー

ー

』

1基本料金(腋 曲
li

i
li十!i

Il}I

i}II1分5円

L_」

藏 「=聯=l

lll

阿 　 「
1}躰 料金(月 馴

13000円ll

ii(ただL,15時剛

L墜 璽 旦
　

2社 ず つ 比 較 させ る 。・A社 … 少 し しか 使 わ な いか ら
i

ア・A社 とB社IB社"● た くさん 使 い た いか う

A社 とC社lA社 … 少 し しか 使 わ な いか らイ.
　

lc社 …1分 の料金が安いか ら
1........_.............:.....................

理 由 を1～2名 ず っ聞 く。

(評)料 金 体 系 が 異 な る こ とに気 づ

い たか 。

課 題 提 示(D

上 の4社 の う ち, あなたはどの会社 を選 びます か?ま た,そ の理 由は何 ですか?

1灘 較 させ'選 択IA社'● ●わか りやす いか らB社 … 長 い時 間 使 い た いか ら

C社 …1分 の料 金 が 安 いか ら

D社 …15時 間 使 い た いか ら

「

i
会社名 とその理 由を書 かせ る。

相談 しなが ら考 えて もよい。

;細 か い点 の誤 りを 追 求 しな い。
i

r(評)自 分 の 考 え を 持 ち、 会 社 を 選

1択 で きた か。
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グ ラ フを 配布 す る。

利用時 間(横 軸)

利用料金(縦 軸)の

グラフ

(
配

布

し

た
グ

ラ

フ
)

)

0

円

oo

(

Q
σ

7500

・111

4500

3000

1500

A社 C社

0 5 10 15 20

D社

2530

(時 間)

B社

課 題 提 示②

上 の4社 の うち 、 あ な た は どの 会 社 を 選 び ます か?ま た 、 その 理 由 は何 で す か?

グ ラ フを見 な が ら考 え て み ま しょ う。

グ ラ フを見 な が ら

4社 を比 較 させ、

選 択 させ る。

それぞれ の意見 を確認

す る。

ま とめ

グ ラ フの読 み方 な どを 相談 しな

が ら、 自分 の 意 見 を ま とめ る。

A社 …2時 間 ぐ らい しか使 わ な

い か ら

B社 …30時 間 使 い た い か ら

C社 …6時 間 使 い た いか ら

D社 …15時 間 使 い た いか ら

プ リ ン トに記 入 す る。

(評)グ ラ フを 読 み と る こ とが で き

た か。

(評)自 分 の 考 え を も ち、 理 由 を数

学 的 に 表 す こ とが で きた か 。

(評)自 分の考えを進んで発表で き、

他 の意 見 も参考 に しよ うとす

る姿勢 がみ られたか。

(評)他 の意 見 も参 考 に しな が ら、

最 終 的 な 自分 の考 え を ま とめ

る こ とが で きたか 。

(5)評 価 ・楽 しみ なが ら、 課 題 に取 り組 め た か。

・4社 の 中か ら、 自 ら選 び、 そ の理 由 を書 く こ とが で きた か。

・グ ラ フ を利 用 した と き に、 選 ん だ 理 由 を よ り明 確 に で きた か。
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【資 料 】 ワ ー ク シ ー ト

《課 題 》

イ ン ター ネ ッ トを利 用 す る場 合 に は、 い ろい ろ な料 金 コ ー スが あ ります 。

次 の4社 の うち、 あ な た は 、 どれ を 選 び ます か?ま た、 そ の 理 由 は何 で す か?

「斑 一 署
li

l1分10円!

1

;l

L」

}}B社下 コ1町 「

曙∵}i蹴∵ 糧}

L」1_」 ヒ降到
(課 題1)

社

く理由〉

(課 題2)

社

く理 由〉
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IV授 業 の ま とめ

1ま とめ プ リ ン トの 集 計

(1)4社 の うち 、 あ な た は どの 会 社 を 選 び ます か?ま た、 そ の理 由 は?

A社(6%):・ ほ とん ど使 わ な い と思 うか ら

B社(41%):・1日1時 間 以上 、1か 月 で30時 間 以 上使 いそ うだ か ら

・料 金 を 気 に しな い で 、 た くさん 使 え るか ら な ど

C社(9%):・1日15分 、1か 月 で7～8時 間 ぐ らい使 いた いか ら

・1か 月 で8時 間 ぐ らい使 いた い し
、 使 わ な か った場 合 、基 本 料 金 がD社

よ りC社 の方 が安 い か ら な ど

D社(44%):・1日20分 、1か 月 で10時 間 ぐ ら い使 いた い か ら

・1日30分 、1か 月 で15時 間 ぐ ら い使 いた い し、 自分 の小 遣 いで 足 り る と

思、うか ら な ど

② イ ン ター ネ ッ トの料 金 の他 に、 グ ラ フを利 用 して比 較 で き る もの が あ り ます か?

「水 道 料 金 」 「電 気 料 金 」 「ガ ス料 金 」 「電 話 料 金 」 「携 帯 電 話 、PHSの 料 金 」 な ど

(3)数 学 を学 習 して い る 中 で、 何 か役 に立 った もの は あ り ます か?

「買 い物 を した と きの(計 算)」 「割合(買 い物 時 の割 引 な ど)」 「グ ラフ」 「わ か らな い」 な ど

(4)今 日の授 業 の感 想 を書 い て くだ さ い。(約8割 の 生 徒 が 好 意 的 な 回 答 で あ っ た)

「楽 しか った」 「イ ンタ ー ネ ッ トを や り た くな った 」 「グ ラ フは携 帯 電 話 な ど で も使 え る と

思 った」 「今 ま で数 学 を使 わ な か った け ど、 使 え る もの もあ る のだ と思 っ た」 「計 算 とか が少

な く、 数 学 っ ぼ くな い授 業 もた ま に は い い な と思 った」 「楽 しか った けれ ど、 難 しか った」

2考 察

(1)導 入 にお いて 、 イ ンタ ー ネ ッ トを実 演 す る こ とや 日常 生 活 に お け る公 共 料 金 の料 金 体 系 を

考 察 す る こ と に よ って 、 今 回 の課 題 が 生 徒 に と って 身 近 な こ とで あ る ことを改 めて認 識 で き、

意欲 的 に課 題 に取 り組 む き っか け と な っ た。

② 単 に 「プ ロバ イ ダの 選 択 」 に と ど ま る生 徒 か ら、 利 用 時 間 に よ る場 合 分 け をす る生 徒 まで

多様 な生 徒 が い る。 そ れ ぞ れ の 生 徒 が 自 らの 興 味 に応 じて、課 題 を 捉 え る ことが で きる よ う

に工 夫 した。 そ の た め、 通 常 の 授 業 で は、 課 題 が 簡 単 す ぎ る、 難 しす ぎ る等 で 意 欲 を な く し

て しま う生 徒 も、 最 後 まで 意 欲 的 に取 り組 む 姿 勢 が み られ た。

(3)「 プ ロバ イ ダの選 択 」 に 際 し、 グ ラ フを利 用 す る前 と後 の考 え と理 由を書 かせ るこ とによ っ

て、 グ ラ フを利 用 す る こ との よ さに気 づ か せ る こ とが で き た。

(4)オ ー プ ン ・エ ン ド形 式 を と った た め 、生 徒 は間違 え をお それ ず 、 自 由 な 発 想 で 取 り組 み 、

自 らの考 え に 自信 を もた せ る こ とが で きた。 自分 の 意 見 を 発表 す る中 で 、 い ろい ろ な意 見 の

交 流 が で き、 自 らの考 え を訂 正 した り発展 させ る姿 が み られ た。 ま た、 授 業 後 、 お 互 い に 、

「どの 会 社 に した」 と い う会 話 も聞 か れ た。

⑤ 従 来 の授 業 で は、 課 題 の解 決 に グ ラ フや表 を利 用 す る場 合 、 そ れ らを作 成 す る こ とか ら始

あ る こ とが 多 い。 今 回 は完 成 され た グ ラ フを教 師 が提 示 した。 グ ラ フか ら何が読 み とれ るか 、

そ の上 で 自分 の行 動 を決 定 す る こ とを重 視 した た め で あ る。 これ に よ って、 グ ラ フを考 察 し

自 らの考 え を ま とめ る時 間 を十 分 に とる こ とが で きた。
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V研 究 の ま とめ

研 究 のね らい に沿 って ま とめ て み る と次 の通 りで あ る。

1「 生 徒 が 意 欲 的 に取 り組 む指 導 の工 夫 」 に つ い て

生 徒 の イ ン ター ネ ッ トへ の期 待 は大 き く、 実 際 に は体 験 した こ との な い 生 徒 に と って も、

自然 と興 味 を もっ こ とが で き る点 で適 切 な題 材 で あ った。

課 題 と して は適 度 な複 雑 さを も って お り、 また 、 オ ープ ン ・エ ン ドと した ため 、 個 人 差 に

応 じや す い面 が あ り、 教 師 が さま ざ まな 形 で 生 徒 へ の 適切 な 援 助 を 行 う こ とが で き た。 そ の

た め、 生 徒 も一 度 出 した結 論 に 満 足 す る こ とな く、 よ りよ い解 決 を追 求 して い く姿 が 見 られ

た。

ま た、 問題 解 決 に あ た り、 課 題 を 分 か りや す い もの に設 定 し、 学 習 活 動 の時 間 に もゆ と り

を もた せ る工 夫 を した結 果 、 これ まで 、 数 学 の 普 段 の授 業 に は あ ま り興 味 が もて な い生 徒 も

意 欲 的 に取 り組 む こ とが で き た。

2「 数 学 を利 用 す る有 用 性 に生 徒 が 気 づ く教 材 の工 夫 」 にっ い て

選 択 す る と い う行 為 の 中 に、 関 数 の手 法 が 有 効 で あ る とい う実 例 を 今 回 の 授 業 で 体 験 し、

改 め て数 学 の有 用 性 に気 づ い た生 徒 が 多 か った。

3「 将 来 にお いて も数 学 を利 用 して問 題 解 決 を 図 ろ う とす る態 度 を育 て る」 に つ い て

この 学 習 活 動 の 中 で 、 普 段 の授 業 に は な い新 鮮 さや 楽 しさ を 見 出 した り、他 の 事 象 にお い

て も、 数 学 を利 用 して み た い と考 え る生 徒 も見 られ た。

VI今 後 の 課 題

11回 の授 業 だ けで 生 徒 が大 き く変 容 す るわ けで はな い。 せ っか く数学 の 有 用 性 に気 づ い た

と して も、 利 用 で き る場 面 が少 な け れ ば将 来 にお いて も数学 を 利 用 しよ う とす る態 度 は育 た

な い。 今 後 も さま ざ ま な単 元 で意 識 的 に身 近 な 題 材 を取 り上 げ、 指 導 を継 続 して い く必 要 が

あ る と考 え る。

2身 近 な題 材 を数 学 で取 り上 げ る ため に は、 煩 雑 な もの を捨 て 単 純 にす る な ど 多少 の理 想 化

を しな け れ ば教 材 に な らな い。 今 回 の イ ンタ ー ネ ッ ト接 続 料 金 の場 合 も、 生 徒 の関 心 を引 き

出 した り、 関数 の手 法 を 利 用 で き る点 で 良 い教 材 で あ る と考 え て 研 究 を進 め て きた が、 厳 密

に言 え ば グ ラ フ は生 徒 に提 示 した形 の もの に は な らな い。 新 た な教 材 を開 発 して い く際 に は、

常 に注 意 して いか な け れ ば な らな い点 で あ る。

3今 回 の 題 材 は課 題 学 習 的 な側 面 もあ り、 選 択 授 業 な どで扱 って み る こ と も可 能 で あ る し、

同 じ必 修 教 科 の 中 で 行 うに して も、 グ ル ー プ学 習 な どの形 態 を取 り入 れ る こ と も考 え られ る。

4新 しい学 習 指 導 要 領 の 「指 導 計 画 の作 成 と内容 の取 扱 い」 で は 、 「… 必 要 に 応 じ、 … コ ン

ピュ ー タや 情 報 通 信 ネ ッ トワー クな どを活 用 し、 … 」 と示 され て い る。 今 回 の 指 導 で は、 生

徒 に興 味 ・関 心 を もた せ るた め、 い くつ か の ホ ー ム ペ ー ジを紹 介 した り、 イ ン ター ネ ッ トに

っ いて 簡 単 な説 明 を行 った り した が 、 直 接 に情 報 通 信 ネ ッ トワ ー ク な ど を活 用 した わ けで は

な い。 今 後 は、 情 報 通 信 ネ ッ トワー ク な どの 活 用 にっ いて も研 究 を進 めて い き た い。
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生徒 自ら関数関係を見出 し、理解を深める授業の工夫(3班)

1主 題 設 定 の理 由

新 しい学 習指 導 要 領 の 中学 校 数 学 科 の 目標 の 改 善 に

① 「自 ら学 び、 自 ら考 え る力 を 育 成 で き る よ うにす る こ と」

② 『数 学 的活 動 の 充実 を 図 る こ とが で き る よ うにす る こ と』

が 示 さ れ て い る。 ① に つ い て は、 自 ら課 題 を 見 っ け、 自 ら学 び、 自 ら問 題 解 決 を して い く数 学

学 習 の実 現 を 目指 す もの で あ り、 ② に つ い て は数 学 的 な 見方 や 考 え 方 を 用 いて 問 題 を 解 決 す る

能 力 を高 め る た め に、 観 察 、 操 作 や実 験 な ど具 体 的 な活 動 を通 して 、物 事 の 関 係 や 決 ま りを 見

出 した り、 得 られ た結 果 の意 味 を よ く考 え た りす るな どの 活 動 を 重 視 す る こ とで あ る。

現 在 の授 業 の中 で、 生 徒 の実 態 ・指 導 の現 状 と して 『生 徒 は授 業 に対 して は受 け 身 で あ り、

教 師 主 導 の画 一 的 な授 業 が な され て い る』 とい う傾 向 が少 な か らず 見 られ る。 しか し、 生 徒 に

数 学 の授 業 が 楽 し く感 じ られ た と きは ど の よ うな と きか とた ず ね て み る と 、 『問 題 が 理 解 で き

た と き』、 『自分 の 考 え を友 達 が 理 解 して くれ た と き』、 『自分 が考 え て い な か った新 しい 発想 が

聞 け た と き」 と い う声 が 返 って くる。 生 徒 は友 達 と協 力 して課 題 を解 決 す る中 に数 学 の 楽 しさ

を 求 め て い るが 、 教 師 は問 題 が 解 け る こと を優 先 し、 そ れ に 至 る過 程 の 巾 に生 徒 の 発想 を生 か

す こ とを お ろそ か に して い なか っ たで あ ろ うか 。

そ こで 、 私 た ち は生 徒 の い ろ い ろ な発 想 に気 づ くた め の指 導 の工 夫 と して は何 が 必 要 で あ る

か を 考 え た。 受 け身 で 画 一 的 な 授 業 を や め、 ① 生 徒 自 らが 操 作 で き、 様 々 な考 えが 生 ま れ る教

材 を発 掘 す る こ と、 さ らに、 ② 生 徒 が 自分 の 意 見 を述 べ 、 互 い の意 見 を認 め合 え る場 を授 業 の

中 に設 定 す る こ とが大 切 で あ る と考 え た。 ま た、 互 いの 意 見 の交 流 ・理 解 を よ り深 め る た め に

は、 ③ 小 集 団 で の学 習 で そ の 効 果 が高 め 合 え る と考 え 、 小 集 団 に よ る学 習 を取 り入 れ た。

生 徒 が主 体 とな る授 業 を展 開 す るた め に は、 生 徒 の い ろ い ろ な発 想 を引 き出 しや す い題 材 が

必 要 で あ る。 そ こで題 材 を数 量 関 係領 域 の 関 数 に求 め た 。 それ は、1っ の現 象 の 中 に と もな っ

て変 化 す る量 が 多 く見 っ け られ、 また身 近 な題 材 が 多 く、 生 徒 の 興 味 ・関 心 を 高 め や す い と考

え たか らで あ る。 この点 か ら、 題 材 の検 討 に 当た って は次 の3点 を 目指 す こ と と した。

(1)身近 な題 材 の 中か ら、 観 察 、 操 作 や実 験 を通 して具 体 的 に考察 で き る こ と

(2)小集 団 で 話 し合 う こ とで お互 い の意 見 を知 り、 臼 らの 考 え を広 げ る こ とが で き る こ と

(3)学ぶ こ との 楽 しさ ・充 実 感 を味 わ う こ とが で き る こ と

これ らの 趣 旨か ら 『生 徒 自 ら関 数 関 係 を 見 出 し、 理 解 を 深 め る授 業 のTl夫 』 を 研 究 主題 と し

た 。

皿 研 究 の ね ら い

自 ら関 係 を 見 出 し、 理 解 を 深 め る た め に、 次 の3点 を研 究 の ね らい と した。

1身 近 な 題 材 の 中 か ら、・多 くの 発 想 が 生 まれ る教 材 の⊥二夫

2比 例 関 係 を 表 や グ ラ フか ら気 づ か せ る た め の指 導 のL夫

3自 他 の 考 え を練 りhげ る ため の 場 面 の 設 定
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皿 研 究 の 内容

1教 材 に っ い て

関数 は生 徒 の 多 様 な 発 想 が 引 き 出 しや す い学 習 内容 で あ る。 しか も、 ど の生 徒 に も取 り組 み

や す くす るた め に"ゴ ムひ も"を 利 用 す る こ とに した。 ゴム ひ もは 身 の まわ り に あ り、 素 材 が

シ ンプ ルで 操 作 性 にす ぐれ て い る。 ゴム ひ もを動 か す こ とで 、 形 が 変 わ るだ けで な く多 くの変

量 が 関 わ りを 持 ち なが ら同 時 に変 化 して い く こ との不 思 議 さに 気 づ きや す い。 ま た、 関 数 以 外

の 分 野 に も広 く応 用 して い く こ とが で き る と考 え て い る。(動 点 に関 す る問 題 、 等 積 変 形 、 相

似 、 中点 連 結 定 理 、 三 平 方 の定 理 な ど)

な お、 生 徒 が ゴム ひ もで 図 形 を 簡 単 に作 れ る よ うに、 ジオ ボ ー ド(方 眼 の格 子 点 に ピ ンを打

ちつ け た板 。P.24の 写 真参 照)を 利 用 した。

2学 習指 導 案

(1)単 元 名:関 数 と比 例

(21指 導 計 画

1時 限 目 「ゴム ひ もを利 用 した、 本課 題 の導 入」

ゴ ム ひ も と ジオ ボー ドを使 って 比例 関係 を み っ け させ る授 業 を展 開 す る た め に、 変 化 す

る量 を見 っ け や す い よ うに、 長 方 形 か ら本 課 題 を 導 入 す る こ と に した。

指 導 過 程 ・ 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

導p

授 業 プ リン ト配 布1

(課 題)『 ゴム ひ もを使 って長 方 形 を 作 り横 の 長 さを 変1。 縦 の長 さ は変 え な い

え て い く と き、 どん な もの が か わ るだ ろ うか』

lOcm

A D

B C

→

・生 徒 の 自 由 な発 想 を 多 く出 し

た い ので"変 わ る量"と 言 わ

ず に"変 わ る もの は何 か"と

す る

入

・教師が実際 に動 か してみ る

1◆ 生 徒 に ゴム ひ も と1マ ス2c皿 の ジ オ ボ ー ドを 配 布 し

1
て ボ ー ド上 で考 え させ る。1～2分 後 に発 表 させ る

(挙 手 に よ る)

「 ・一 ・一一 ・一 ・予 想 さ れ る 生 徒 の 反 応 一・一 ・一 一一l

I横 の 長 さ、 面 積 、 周 の長 さ、 対 角 線 の畏 さ、

]形 、 ゴム の太 さ、 ゴム の力 、 時 間 、長 方 形 のi

l中 の釘 の数 な ど1
」._,__r__._._._.__._.輔 旧__._._・ 一__,__腫 」

Lど ん な意見 で もとりあげ、板

書 す る。 あ と で表 に す る と き

に不 適 切 な もの は、理 由 も考

1え な が ら削 って い く(生 徒 の

自由な発想 を大切 にす る姿勢

を示す)

1・ 出 され た意見 は全員 に記録 さ

せ る

10分
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・"変 数"と"関 数"に っ いて 定 義 づ けを す る

変 数 → 変 化 す る量 を表 す文 字 の こ と

関 数 →2っ の変 数x,yの 間 に

"xの 値 が1っ 決 ま る と
、 それ に関 連 して

lyの 値 も1っ 決 ま る よ うな関 係"の こ と

① 面積 と横 の長 さ

② 周の長 さと横の長 さ

③ 長方形 の中の釘の数 と横の長 さ

(課 題)「 ゴ ム ひ もの 長方 形 で 考 え た"変 数"の な か か

ら、 関数 にな って い る もの を2っ ず っ 決 め て 表 に

して み よ う」

・生 徒 は 自分 の考 え を板 書 し、 全 員 で も確 認 す る

・ゴム ひ も長 方 形 の よ うな簡 単 な図 形 の 中 に
、 た くさ

ん の関 数 が あ る こ とにふ れ る

・関 数 の具 体 例 を ゴム ひ もで説

明 す る

辺BCの 長 さ をxc皿 と した

と きの 面 積 をycm2と す る

・い くっ か の 例 を 出 して 関 数 の

概 念 を 理 解 させ る

15分

・対 角 線 の 長 さ は、 計 算 で は求

め られ な いの で、 質 問 が 出 た

らボ ー ド上 で実 測 させ る

・生 徒 に と って周 の長 さ と面 積

の関 係 な どは、 理 解 しに くい

の で、 丁 寧 に説 明 す る

20分

・あ らか じめ未 記 入 の 表 を黒 板

に用 意 して お く

5分

2時 限 目 比 例 に っ い て

① 小 学 校 で学 習 した"比 例"に っ い て確 認 させ る(表 の特 徴 に っ い て の み ふ れ る)

xが2倍 、3倍 、4倍 … に な る と 、

yも2倍 、3倍 、4倍 … に な る と き 、yはxに 比 例 す る

練習課題 を通 して、比例 の表が判別 で きるよ うにす る

②1時 限 目の表か ら比例 にな っている ものを選 び出す(演 習 と確認)

③ 座標 の意味 を理解す る(座 標軸、点 の とりか た、演習)

3時 限 目

① 横 の 長 さ と面 積 の 関 係 を グ ラフ に表 す

② 比 例 の グ ラフの 特 徴(原 点 を通 る直 線 上 に点 が 並 ぶ)を 確 認 す る

③1時 限 目 の表 を グ ラ フ に し、 比 例 の グ ラフ を選 び 出す(グ ラフ の判 別)

④ 次 回 の 予 告 を す る

「ゴ ムひ もを 使 って い ろ い ろ な図 形 をっ く り、 そ れ らの中 か ら比 例 を探 して み よ う』
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4時 限 目 【本 時 】

① ゴム ひ もを利 用 して 三 角 形 ・四 角 形 をっ く り、 そ れ らの 中 か ら比 例 関 係 と な る2つ の

変 量 を 探 し出 す(班 学 習)

② な ぜ 比 例 に な るの か理 由 を考 え さ せ、 表現 す る

『表 、 グ ラ フ、 こ とば を 根拠 に 説 明 して み よ う』(班 学 習)

5時 限 目 各班 ごとの発 表

6時 限 目

① ユ時限 目の関数 に もど り、表か ら式 を考 え る

②yがxの 何 倍かに気 づかせ、式 に表す

③ 理 論的 な裏付 けと して、長方形 の横 の長 さと面 積の関係を面積 の公式 よ り導 き出す

④4時 限 目の関数 を式 に表す(演 習)

(3)本 時 の目標

① 観察 や実験を通 して、 と もな って変 わる2っ の数量関係 を見っ け出 し、 表や グラフな

どで表現す る

② 表や グラフを もとに比例関係 を探 し出す ことによ り、比例 に対す る理解を深め る

③ 小集団 による学習活動 の中で、数学 を学 ぶ ことの楽 しさを味わ う

(4)本 時 の 展 開(4時 限 目)

指 導 過 程 ・ 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

一 巫7ジ オボー ・ ・実験 シー ・(各 自1枚)・ 発i・ あ らか じめ班 の齢 に してお

導 表 用 シー ト(各 班2枚)を 各 班 に配 布 す る

『これ ま で比 例 の表 や グ ラ フの 特 徴 につ いて 学 習 して

[き ま した。 確 認 す る と…』

5分入

く

・ジオ ボ ー ドは各 自1枚 配 布 す

る

・比 例 に な る た め の根 拠 を 確 認

す る

禰)rゴムひもを使一 に使・て

展

例 に な る2っ の量 を1っ ず つ探 して み よ う。

見 っ か った らそ れ を実 験 シ ー トに書 き ま し ょ う。

必 要 な ら実 際 に長 さな どを 測 って 表 に しよ う』

・実 験 シー トの例 に な らって 各 班 で 考 え る

5分

開 ド 班で考えがまとまり次第発表用 シー トに記入する

130分

作 業す るよ うに投 げか ける

(自 分独 自の発想 を もっ)

(お互 いの発想を班で練 る)
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予想 され る生徒 の反応

●正方形 の1辺 と周 の長 さ

・で き た班 は前 に 出 て実 験 シー トを黒 板 に貼 る

・発 表 の仕 方 の例 と して1班 だ け発 表 させ る

・各 班 の取 り組 み方 の よ さを示 し、 ま とめ を す る

評

①

②

③

㈲

欝

・次 時 に各班 ごとに発表す るこ

とを予告す る

価

自分 の考えが もて たか

班 で 自分の考えを発表 し、他の人 の考え を聞 くことがで きたか

比例 関係 を見っ け、表や グ ラフで表現で きたか
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3授 業 の ま とめ

(1)ア ンケ ー ト集計

① 自分 の考 え を持 っ こ とが で き ま した か 。

口 で きた(89%)■ できなか った(11%)

0102030405060708090100(%)
L一 十一 一トー 一「 一一ト ーr -一 →一 「一

② 他 の 人 の 考 え を 聞 く こ と が で き ま し た か 。

{コ で きた(82%)■ で きなか った(18%)

0102030405060708090100(%)
L-÷ 一一トー 」一一→一一L-」 一一ト ー」 一十一一」一

③ 変 わ る量 を 表 や グ ラ フで あ らわ す こ とが

で きま した か。

口 全部できた(75%)〔 】一部で きた(21%)■ できなか った(4%)1

014203440546070809010000

トー 一トー 一一一f-一 トー一腎一一一斗一一一一一一F-一一一一一一十一一一 十一一一一一一ト ー一一十一一一一H

魎 。。.。。,。。
1年 回 組 回 班 ・班 員op,o・,ou

薩 〕・厩 董コ ・比例す・・

X

面 績

101-i画

`072毎961σ8120爾

涯 コ(

C_D

④ 生 徒 の 感 想(9割 以 上 が 楽 しか った とい う内容 の感 想 で あ った)

・わ か らな い と こ ろ とか 少 しあ った け ど
、 他 の人 が 教 え て くれ て わ か った。 一 人 で 考 え る よ

り、 理 解 す るの が 早 か っ た。 結 構 楽 しか った

・一 人 で や る よ り もみ ん なで や る方 が わ か りやす くはか ど る
。 友 達 の 考 え な ど も聞 け て、 い

ろ いろ な 考 え が わ か っ た。 もっ と この よ うな授 業 を増 や して ほ しい

・三 角 形 と四角 形 とい う課 題 で あ った が
、 い ろ い ろ な形 で や って み た い。 そ うす れ ば、 も っ

とい ろ い ろ な意 見 もで た と思 う

・み ん な で や って楽 しく、 友達 が わ か りや す く教 え て くれ たの で わか った。 普 通 の授 業 よ り

す ご く楽 しか った

(2)考 察

・は じめ は、 た だ三 角 形 や 四角 形 を っ く り、 どれ に しよ うか迷 う場 面 もあ っ たが 、 班 の 中 で

自分 の 考 え を言 った り、 相 手 の考 え を 聞 きな が ら操 作 して いた。 そ して 、 ゴ ム ひ もを ジオ

ボ ー ドで 操 作 しなが ら、 楽 しん で比 例 関 係 を見 つ け る取 り組 み が 随 所 に 見 られ た。

・ア ンケ ー ト③ の 結 果 よ り、 あ ま りに も操 作 活 動 に集 中 し表 や グ ラ フを 完成 させ る こ とが で

きな い生 徒 が い たの で 、 時 間 的 な ゆ と りを持 た せ た ほ うが よ り一 層 比 例 に 関 して の 理解 を

深 め る こ とが で きた と思 わ れ る。
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・生 徒 の感 想 の 中 で 「い ろい ろな形 で や って み た か った 」 と

い う意 見 が 多 く見 られ た こ とか ら、 一 人 ひ と りが 自由 に操

作 で き る こ と、 また理 解 に差 が あ って もわ か らな い と こ ろ

はお互 い に 補 いな が ら、 自 らの考 え を 深 めて い け る授 業 が

展 開 され た と考 え られ る。

・ポ イ ン トとな る点 を動 か して 変 化 す る もの を チ ェ ックす る

だ けで はな く、 右 図 の よ う に3本 の ゴ ム ひ もを 重 ね て 、 そ

の 変化 の様 子 を 調 べ て い る グル ープ もあ り、 教 師 の 予 想 外

の操 作 活動 が 見 られ た。 これ もグル ー プ内 で の 話 し合 い に

よ る成 果 で あ り、 個 人 で 考 え た もの を もと に様 々 な イ メ ー

ジが ふ く らん だ 結 果 と考 え られ る。

IV研 究 の ま とめ

研 究 の ね らい に そ って 、 ま と めて み る と次 の通 りで あ る。

1「 身 近 な 題 材 の中 か ら、 多 くの発 想 が 生 まれ る教 材 の工 夫 」 につ いて

ゴ ム ひ もと ジオ ボ ー ドは具 体 的 に手 で さわ りなが ら自 由 に形 をつ く り、 さ らに簡 単 に操 作 が

で き、 だ れ もが 取 り組 み や す い教 具 で あ る。 ま た、 自分 の作 った形 を視覚 的 に確認 す る こ とで、

変 化 して い く様 子 が わ か りや す く、 だ れ もが 理 解 しや す い授 業 を展 開 して い く こ とが で き る。

そ の た め、 生 徒 は楽 しみ なが ら、 積 極 的 に参 加 して い た。 生 徒 自身 が ゴム ひ もを ジオ ボ ー ドで

操 作 して い く中 で 、 ほ とん ど の生 徒 が それ ぞ れ に 自分 の意 見 を もっ ことが で きた。

2「 比 例 関 係 を 表 や グ ラフか ら気 づ か せ る た め の指 導 の工 夫 」 にっ い て

ゴ ム ひ もと ジオ ボ ー ドで 作 った図 形 か ら、 具 体 的 な数 値 を読 み と り、 表 や グ ラ フに表 す こ と

で 、2っ の数 量 関 係 を把 握 しや す い よ うに工 夫 した。 そ れ に よ り、 比 例 関 係 が見 つ け 出 しやす

くな っ た。 比 例 以 外 の数 量 関 係 に注 目 した生 徒 に も、 表 や グ ラ フを書 く過 程 で、 比 例 で は な い

こ と に気 づ か せ る こ とが で きた。

3「 自他 の考 え を練 り上 げ る た め の場 面 の設 定 」 に つ い て

一 人 ひ と りが ゴ ム ひ もを各 自 の ジオ ボ ー ドで操 作 す る こ とで
、 ほ とん ど の生 徒 が 自分 の考 え

を もつ ことが で き た。 しか し、1時 間 の 中 で は、 友 達 と話 し合 う雰 囲 気 は作 れ た が、 お互 い に

理 解 し合 い、 討 議 し合 う段 階 に は至 らなか った。 今 後 の課 題 と して、 研 究 を続 け た い。
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V今 後 の課 題

1小 集 団 で学 習 活動 を 行 う こ とで 、 お互 い に助 け合 い、 楽 しみ なが ら授 業 を進 め て い く こ と

が で きた。 ま た 、 教 師 も考 え て い なか った発 想 が 出て くる な ど、 活 発 な意 見 や発 想 を 引 き出 す

上 で、 有 効 で あ った と思 う。 しか し、 班 の中 の全 員 が 、 自分 の意 見が 言 え た り、 他 の 人 の 考 え

が 理解 で きた と は言 え な い。 もっ と多 くの 生 徒 が 、 自分 の意 見 や考 え を述 べ、 他 の 人 の 意 見 を

聞 き、 考 え を 深 く理 解 す る ため に、 これ か ら も この よ うな教 材 の研 究 を続 けて い く必要 が あ る。

今 回 の 授 業 で は、 一 人 ひ と りに 自分 な りの考 え を もた せ る こ とに重 点 を お いた。 今 後 は、 各

自の 考 え をお互 い に練 り上 げ さ せ て い くた め に は、 ど うよ うに指 導 を工 夫 した らよ い か を 検 討

して い き た い。

2ゴ ム ひ もと ジオ ボ ー ドを利 用 して比 例 の指 導 に活 用 した が、 これ は2年 ・3年 で 扱 う関 数

に も利 用 す る こ とが 可 能 で あ る。 ま た、 研 究 を進 めて い く中 で、動点 に関 す る問 題 ・等積 変形 ・

相 似 ・中 点 連 結 定 理 ・三 平 方 の定 理 な ど関 数 以 外 の分 野 に も広 く応 用 して い くこ とが 可 能 で あ

る と い う こと に気 づ い た。 これ らの題 材 の開 発 を進 め て い きた い。
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